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「
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
」に
よ
る
被
害
想
定

　

内
閣
府
中
央
防
災
会
議
が
、
８
月
29
日
（
水
）、「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
に
よ
る
地
震

や
津
波
に
関
す
る
被
害
想
定
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
回
発
表
さ
れ
た
被
害
想
定
の
調
査
結
果
は
、
主
に
全
国
ま
た
は
都
道
府
県
単
位
の
も
の

で
、
田
原
市
に
関
す
る
被
害
の
詳
細
は
明
確
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
今
後
は
、
国
や
県

か
ら
詳
細
な
情
報
が
発
表
さ
れ
し
だ
い
、
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

◉
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
関
す
る
情
報
は
内
閣
府
防
災
情
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

　

http://w
w
w
.bousai.go.jp/nankaitrough_info.htm

l

　

地
震
の
規
模
は
Ｍ
９
・
０
を
想
定

　

地
震
の
規
模
は
、東
海
・
東
南
海
・
南
海
地

震（
３
連
動
）の
強
震
断
層
域（
従
来
の
呼
び

方
は「
震
源
域
」）を
拡
大
し
た
も
の
で
Ｍ

９
・
０
、津
波
の
規
模
は
、さ
ら
に
南
海
ト
ラ

フ
軸
ま
で
拡
大
し
た
も
の
を
津
波
断
層
域

と
し
た
も
の
で
Ｍ
９
・
１
と
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、平
成
23
年
３
月
に
発
生
し

た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
を
踏
ま
え
、現

時
点
で
の
最
新
の
科
学
的
な
知
見
に
基
づ

き
、今
後
発
生
し
う
る
最
大
規
模
の
地
震
・

津
波
を
推
計
し
た
も
の
で
す
。

　

東
海
地
方
が
最
も
被
災
す
る
ケ
ー

ス
で
、愛
知
県
内
で
の
被
害
想
定
は
、

建
物
被
害
約
38
万
８
０
０
０
棟
、死
者

約
２
万
３
０
０
０
人
と
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
う
ち
、津
波
に
よ
る
死
者
は
約

６
４
０
０
人
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
場
合
、全
国
で
は
建
物
被

害
約
２
３
８
万
２
０
０
０
棟
、死
者
約

32
万
３
０
０
０
人
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
最
大
震
度
は
７

　

強
震
動
生
成
域（
断
層
面
の
中
で
特
に
強

い
地
震
波
を
発
生
さ
せ
る
領
域
）な
ど
の

違
い
に
よ
り
、５
つ
の
ケ
ー
ス
が
設
定
さ

れ
、震
度
の
分
布
が
調
査
さ
れ
ま
し
た
。そ

の
結
果
、田
原
市
で
は
、ほ
ぼ
全
て
の
ケ
ー

ス
で
最
大
震
度
が
７
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
液
状
化
の
被
害

　

液
状
化
に
つ
い
て
は
、低
地
や
河
川
の

流
域
・
河
口
部
、埋
立
地
な
ど
で
液
状
化
の

可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■震度の分布図（抜粋）

液状化可能性

■液状化の被害予測（抜粋）

※
南
海
ト
ラ
フ
と
は
、
四
国
の
南
の
海
底

に
あ
る
水
深
４
０
０
０
ｍ
級
の
深
い
溝

（
ト
ラ
フ
）
の
こ
と

※
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◇
津
波
浸
水
区
域
は
市
内
の
約
13
％

　

太
平
洋
沿
岸
で
は
赤
羽
根
漁
港
、和
地
・

堀
切
・
伊
良
湖
校
区
、三
河
湾
・
伊
勢
湾
沿

岸
で
は
亀
山
・
中
山
・
清
田
・
泉
・
野
田
・
童

浦
校
区
、田
原
湾
で
は
田
原
中
部
・
神
戸
・

田
原
東
部
校
区
な
ど
で
浸
水
が
想
定
さ

れ
、市
域
の
約
13
％
が
津
波
被
害
を
受
け

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

　

素
早
い
避
難
が
命
を
救
う

　

南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
が
発
生
す
る

確
率
は
極
め
て
低
い
と
い
え
ま
す
。し
か

し
、市
民
一
人
ひ
と
り
が「
非
常
に
大
き
な

津
波
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
」こ
と
を

忘
れ
ず
、「
強
い
揺
れ
や
長
い
揺
れ
が
起
き

た
場
合
は
直
ぐ
に
避
難
す
る
」こ
と
を
再

認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
津
波
被
害
は
、「
早
期
の
避
難
と
隣

近
所
の
呼
び
か
け
」が
徹
底
さ
れ
れ
ば
、津

波
に
よ
る
死
者
数
は
８
割
軽
減
で
き
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。「
い
ざ
」と
い
う
時

「南海トラフの巨大地震」による被害想定

　

津
波
高
は
最
大
22
ｍ

　

田
原
市
内
の
太
平
洋
沿
岸
で
は
最
大
22

ｍ
の
津
波
高
が
予
測
さ
れ
、三
河
湾
沿
岸

で
は
４
ｍ
程
度
の
津
波
高
が
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
津
波
の
想
定
は
、断
層
面
で
大
き

く
滑
る
領
域
の
場
所
に
よ
り
11
の
ケ
ー
ス

を
設
定
し
、津
波
高
や
浸
水
域
の
被
害
状

況
を
調
査
し
た
も
の
で
す
。

◇
最
短
12
分
で
津
波
が
到
達

　

田
原
市
の
太
平
洋
沿
岸
で
は
、１
ｍ
の

津
波
が
最
短
12
分
で

到
達
し
、３
ｍ
を
超

え
る
津
波
は
20
分
で

到
達
す
る
見
込
み
で

す
。

【
津
波
到
達
の
予
測
時
間（
最
短
）】

●
津
波
高
１
ｍ
・・・
12
分

●
津
波
高
３
ｍ
・・・
20
分

●
津
波
高
５
ｍ
・・・
27
分

●
津
波
高
10
ｍ
・・・
29
分

に
は
素
早
く
避
難
が
で
き
る

よ
う
、自
主
防
災
会
な
ど
が
主

催
す
る
避
難
訓
練
へ
の
積
極
的
な

参
加
や
、家
庭
で
き
る
防
災
対
策
を

徹
底
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課


23
局
３
５
４
８　

23
局
０
１
８
０

　

saigai@
city.tahara.aichi.jp

※駿河湾から紀伊半島沖に「大すべり域＋超大す
　べり域」がある場合の浸水域・浸水深の想定

■浸水域・浸水深の想定（抜粋）

「愛知県・田原市津波・地震防災訓練」を開催
　津波からの被害の軽減を図るため、田原市内で
愛知県と田原市が合同で、津波・地震防災訓練を
開催します。

◆日時　11月10日土　午前８時～11時
　　　　（訓練の終了時間は、場所により異なります）
◆場所　田原中学校、笠山公園、渥美運動公園、　
　　　　中山小学校

※当日は、田原市自主防災会の一斉訓練も各地で
開催されます。市民の皆さんも各地域の訓練に積
極的に参加しましょう。（訓練開始時刻は午前８時
です）

│ 3 │　　　　　　　　　　平成24年10月1日

浸水深（ｍ）
■ 20.0  －
■ 10.0  －  20.0
■ 5.0  －  10.0
■ 2.0  －  5.0
■ 1.0  －  2.0
■ 0.3  －  1.0
■ 0.01－  0.3



1

 

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

『
田
原
市
総
合
計
画
』
の
策
定
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

ま
ち
づ
く
り
中
学
生
会
議

　

ま
ち
づ
く
り
中
学
生
会
議
は
、田
原
市

の
将
来
を
担
う
中
学
生
に「
田
原
市
の
ま

ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
き

っ
か
け
と
し
、そ
の
ア
イ
デ
ア
を
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
に
、

８
月
21
日（
火
）・
28
日（
火
）の
２
日
間
、開

催
し
ま
し
た
。会
議
に
は
、市
内
７
中
学
校

か
ら
３
年
生
、合
計
22
名
が
参
加
。３
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
で『
田
原
市
の
好
き
な
所
・
問
題
点
』

『
田
原
市
を
も
っ
と
良
く
す
る
た
め
の
ア

イ
デ
ア
』を
テ
ー
マ
と
し
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

◆
田
原
市
の
好
き
な
所

●
農
業
・
工
業
な
ど
の
産
業
の
バ
ラ
ン
ス

が
良
い

●
緑
が
多
く
自
然
が
豊
か

●
ぐ
る
り
ん
バ
ス
が
安
く
て
気
軽
に
使
え
る

◆
問
題
点

●
農
業
の
後
継
者
不
足

●
海
や
山
、道
路
に
ゴ
ミ
が
多
い　

な
ど

◆
ア
イ
デ
ア

●
地
元
食
材
を
使
っ
た
、グ
ル
メ
商
品
の

開
発
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

●
渥
美
半
島
を
菜
の
花
で
彩
る

●
農
業
体
験
を
通
じ
て
田
原
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
う　

な
ど

　

田
原
市
の
将
来
に
向
け
て
多
く
の
ア
イ

デ
ア
が
出
さ
れ
、総
合
計
画
の
策
定
作
業

を
進
め
る
う
え
で
、と
て
も
収
穫
の
多
い

２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

田
原
市
で
は
、
平
成
23
年
度
と
24
年
度
の
２
か
年
に
わ
た
り
『
第
１
次
田
原
市
総
合

計
画
』
の
見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

策
定
に
当
た
っ
て
は
、「
ま
ち
づ
く
り
中
学
生
会
議
」
や
「
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」「
田

原
市
総
合
計
画
審
議
会
」
な
ど
の
開
催
の
ほ
か
、「
各
校
区
と
の
意
見
交
換
会
」「
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
」
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
市
民
と
の
協
働
体
制
の
も
と
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
の
検
討
内
容
や
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

『総合計画』ってなに？

　市が策定する最上位の計画で
す。「将来都市像」を掲げ、「土
地利用の方針」「まちづくりの方
針」などを示し、10年後の田原
市をどのようにしていくのか、その
ためには具体的にどのような事務
事業を行っていくのかを定める、と
ても重要な計画です。

●さまざまなアイデアを出し合った中学生の皆さん

●まちづくり中学生会議の様子

●グループ発表の様子
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ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

　

ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
は
、市
民
や
市

内
団
体
か
ら
の
推
薦
者
、愛
知
大
学
の
教

員
お
よ
び
学
生
、総
勢
約
80
名
が
、「
今
後

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
行

政
と
市
民
の
役
割
分
担
の
あ
り
方
」や「
今

後
重
点
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
取

組
み
」な
ど
に
つ
い
て
、検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

会
議
は
、委
員
が
６
つ
の
部
会「
市
民
環

境
」「
健
康
福
祉
」「
産
業
経
済
」「
都
市
整

備
」「
教
育
文
化
」「
消
防
防
災
」に
分
か
れ
、

こ
れ
ま
で
に
全
体
会
１
回
、各
部
会
６
回

の
計
37
回
の
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、各
分
野
一
つ
の
事
業
を
取

り
上
げ
、市
民
・
団
体
・
地
域
・
企
業
と
行
政

と
の
役
割
分
担
を
示
す「
市
民
協
働
モ
デ

ル
事
業
」、各
分
野
で
今
後
10
年
間
で
重
点

的
に
事
業
を
実
施
し
、課
題
解
決
を
図
る

必
要
が
あ
る
取
り
組
み
を
示
す「
主
要
プ

ラ
ン
」な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

で
出
さ
れ
た
提
案
を
基
に
、総
合
計

画
へ
の
位
置
付
け
に
向
け
た
調
整
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

田
原
市
総
合
計
画
審
議
会

　

田
原
市
総
合
計
画
審
議
会
は
、市
長
の

諮
問
に
応
じ
て
、総
合
計
画
に
関
す
る
必

要
な
調
査
・
審
議
を
行
う
も
の
で
、議
会
議

員
、公
共
的
団
体
な
ど
の
役
員
、学
識
経
験

者
ら
で
組
織
し
て
い
ま
す
。

　

審
議
会
は
、こ
れ
ま
で
に
４
回
開
催
さ

れ
、主
に
市
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
を
示
す「
序
論
・
基
本
構
想
」に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
か
ら
は
、「
ま
ち
の
強
み
と
弱
み

の
明
確
化
」「
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事

項
の
明
確
化
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た

ほ
か
、新
し
い
指
標
と
し
て
導
入
す
る「
市

民
幸
福
度
指
標
」の
と
ら
え
方
な
ど
に
つ

い
て
も
提
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

今
後
は
、下
記
の
と
お
り「
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
」で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意

見
を
広
く
募
集
し
ま
す
。そ
の
後
、議
会
に

よ
る
議
決
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
後
、平

成
25
年
３
月
に
は
新
し
い
総
合
計
画
が
完

成
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、総
合
計
画
策
定
の
経
過
な
ど
に

つ
い
て
は
、広
報
た
は
ら
や
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

◆
必
要
と
な
る
取
り
組
み
の
例

●
市
民
活
動
の
す
そ
野
を
広
げ
る

担
い
手
づ
く
り

●
子
育
て
支
援
の
強
化

●
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進　

●
美
し
く
、
安
全
で
快
適
な
道
路

環
境
の
維
持

●
児
童
生
徒
数
に
応
じ
た
学
校
規

模
の
適
正
化

●
防
災
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
と

正
し
い
知
識
の
普
及

◉田原市総合計画（案）について
募集期間 ▼10月19日金～11月19日月
　10年後の田原市に向けたまちづくりの指針として、田原
市総合計画の原案を取りまとめました。市民の皆さんと協
力しながらまちづくりを進め、市民の皆さんが幸せに暮ら
せる田原市を実現するための計画となりますので、多くの
ご意見をお寄せください。
担当課 ▼政策推進課☎23局３５07　 23局0669
　　　　 　seisaku@city.tahara.aichi.jp

□意見提出方法
❶公表場所へ持参　❷郵便　❸ＦＡＸ　❹Eメール
住所・氏名・電話番号を明記のうえ、意見を提出してくださ
い。（個々の意見には直接回答いたしません。）

□計画案の公表場所
市役所政策推進課、赤羽根市民センター、渥美支所地域課、市
役所情報広場、中央図書館、市ホームページ
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/

パブリックコメント手続制度に基づき、
以下の案件について意見を募集します。パブリックコメント　意見募集！

●まちづくり市民会議の様子
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□
事
業
実
施
の
方
向
性
は

　

田
原
市
が
実
施
し
た
事
務
事
業
に
つ
い

て
、「
妥
当
性
」「
有
効
性
」「
効
率
性
」を
評

価
し
、「
今
後
の
課
題
」「
改
善
の
方
向
性
」

を
検
討
し
ま
し
た
。そ
れ
を
基
に
、次
年
度

以
降
の「
事
業
実
施
の
方
向
性
」を
総
合
的

に
判
断
し
た
結
果
、「
継
続
」が
96
・
８
％
、

「
他
事
業
に
よ
る
代
替
」「
完
了
」が
い
ず
れ

も
１
・
６
％
と
な
り
ま
し
た
。

※
行
政
評
価
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
政
策
推
進
課
☎
23
局
３
５
０
７

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

□
施
策
の
進
捗
状
況
は

　

施
策
の
進
捗
状
況
の
割
合
を
、６
つ
の
分

野
別
に
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
す
。全
体
で

は
、「
予
定
ど
お
り
進
ん
で
い
る
」が
76
・
９

％
で
す
が
、財
政
状
況
の
悪
化
な
ど
に
よ

り
、「
予
定
よ
り
遅
れ
て
い
る
」が
23
・
１
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

田
原
市
で
は
、第
１
次
田
原
市
総
合
計
画

の
進
捗
管
理
を
行
う
た
め
の「
施
策

評
価
」と
、継
続
的
な
改
善
に
結
び
つ
け
て
い

く
た
め
の「
事
務
事
業
評
価
」と
い
う
２
段
階

の
行
政
評
価
を
行
って
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、平

成
24
年
度（
平
成
23
年
度
実
施
事
業
）の
行

政
評
価
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
行
政
評
価
と
は

　

行
政
評
価
と
は
、市
民
生
活
の
向
上
と

地
域
の
発
展
に
向
け
た
、行
政
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、そ
の
目
的
を

明
確
に
し
な
が
ら
、成
果
を
数
値
化
し
て

客
観
的
に
評
価
す
る
仕
組
み
で
す
。

2
市
の
業
務
を
客
観
的
に
評
価

平
成
24
年
度
行
政
評
価
結
果

分野
（6分野）

施策
（49施策）

基本事業
（162事業）

事務事業
（約622事業）

施策評価

事務事業評価
441事業を評価

●施策の体系と行政評価

●施策の進捗状況

●事業実施の方向性

0 20 40 60 80 100

教育文化

都市環境

産業経済

福祉

コミュニティ

総合戦略

（％）

予定以上に
進んでいる

予定どおり
進んでいる

予定より
遅れている

予定より著し
く遅れている

71.4

83.3

85.7

85.7

69.2

80.0

28.6

14.3

30.8

20.0

14.3

16.7

0 20 40 60 80 100

教育文化

都市環境

産業経済

福祉

コミュニティ

総合戦略

（％）

継続

代替

完了

98.8

92.3

95.8

98.4

97.4

94.4

1.2

7.7

2.12.1

1.6

2.6

2.8 2.8

災害時等水道緊急連絡管の取扱い
に関する協定を締結　 

　８月23日（木）、田原市と豊橋市との間で、災害時等水道
緊急連絡管の取扱いに関する協定書の調印を行いました。
これは、災害時などにおいて、両市が相互に応急給水を可
能とするため、やぐま台区域で配水管を連絡するものです。

【連絡管などの概要】

●口径＝１５０㎜

●延長＝31ｍ

●応急給水可能人口＝約１万人

▼水道課☎23局3532

▲調印を交わす佐原豊橋市長（左）と鈴木田原市長

平成24年10月1日 　  　　　　　　　　│ 6 │
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13
億
９
８
０
０
万
円（
49
・
９
％
減
）を
発
行

し
、残
高
の
縮
減
を
図
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、市
民
生
活
に
直
結
す
る
福

祉
・
医
療
・
教
育
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
・
拡
充
を
基
本
に
、選
択
と
集
中
に
よ
り
５

つ
の
重
点
施
策
を
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、東

日
本
大
震
災
へ
の
被
災
地
支
援
と
し
て
、県
・

東
三
河
自
治
体
な
ど
と
連
携
し
、職
員
派
遣

や
物
資
提
供
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ

た
歳
入
総
額（
水
道
事
業
会
計
を
除
く
）は
、

４
２
８
億
５
７
０
９
万
円（
前
年
度
比
ほ
ぼ

同
額
）、歳
出
総
額
３
９
９
億
５
８
６
３
万

円（
１
・
０
％
減
）で
し
た
。

※
１
【
財
政
調
整
基
金
】
急
激
な
税
の
落
ち
込
み
や
災

害
な
ど
に
備
え
た
り
す
る
た
め
の
「
貯
金
」

※
２
【
市
債
】
市
が
施
設
や
道
路
な
ど
を
整
備
す
る
た

め
に
、
国
や
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
る
お
金
。

返
済
義
務
の
あ
る
「
借
金
」

平
成
23
年
度
一
般
会
計
の
歳

入
総
額
は
、前
年
度
に

比
べ
２
億
７
０
２
３
万
円
減（
０
・
９
％
減
）

の
２
８
８
億
７
７
７
９
万
円
、歳
出
総
額

は
、前
年
度
に
比
べ
７
億
１
３
０
９
万
円
減

（
２
・
６
％
減
）の
２
６
３
億
１
６
２
６
万
円

と
な
り
、実
質
収
支
額（
繰
越
事
業
に
あ
て

る
財
源
は
除
く
）は
、24
億
９
８
０
２
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、市
税
収
入
が
約
４
億

１
７
０
０
万
円
増（
３
・
０
％

増
）の
１
４
３
億
６
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。こ
れ
は
、主
に
臨
海
企
業
の
固
定
資
産
税

の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。ま
た
、地
方
交
付

税
は
算
定
方
法
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
で
、大

幅
に
増
加
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
、財

源
確
保
の
た
め
、不
要
な
土
地
を
売
却
し
た

ほ
か
、財※
１

政
調
整
基
金
を
14
億
円（
30
・
０
％

減
）繰
り
入
れ
ま
し
た
。市※
２

債
に
つ
い
て
は
、

財
政
措
置
に
有
利
な
合
併
特
例
債
を
中
心
に

一般会計の歳入歳出決算

平成23年度

決算

実施した５つの重点施策の主な事業　【市民協働のまちづくりの推進】地域コミュ
ニティ振興（連合組織運営支援）／コミュニティ活動支援　【教育と子育て対策】ふ
るさと学習宿泊体験／田原東部小学校整備／子ども医療費無料（中学生まで）／
「赤ちゃんの駅」の指定　【高齢者対策等】住宅リフォーム補助／地域密着型サービ
ス施設整備補助／成人検診　【産業の振興】農業経営活性化（地域農業振興事業補
助など）／農業担い手育成支援補助／企業立地誘導・活動支援　【都市基盤の整備】
田原駅周辺整備／幹線道路整備　など

土木費総務費

農林水産業費

民生費

公債費

消防費

教育費

衛生費

その他

商工費 70億3695万円

32億1548万円

31億2546万円30億5178万円

23億5029万円

21億2040万円

21億7305万円

2億9951万円13億9336万円

15億4998万円

26.7%

12.2%

11.9%11.6%

8.9%

8.0%

8.3%

1.2%5.3%

5.9%

263億1626万円
100％

歳出
合計

市税

地方交付税

市債

国庫支出金

繰越金

地方消費税交付金

県支出金

143億588万円

39億6972万円20億4348万円

14億3311万円

13億2602万円

6億7522万円

13億1866万円

49.5%

13.7%7.1%

5.0% 繰入金

13億9800万円
4.8%

4.6%

2.3%

4.6% 6.7%その他 
19億885万円

地方譲与税
 4億9886万円
1.7%

288億7779万円
100％

歳入
合計

地
域
課
題
に
取
り
組
み

将
来
へ
備
え
な
が
ら

５
つ
の
重
点
施
策
を
実
施

平成24年10月1日 　  　　　　　　　　│ 8 │



●用語解説
【実質赤字比率】　一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
【連結実質赤字比率】　全会計を対象とした実質赤字（または資金不足額）の標準財政規模に対する比率
【実質公債費比率】　一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対する比率
【将来負担比率】　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
【一般会計等】　一般会計、給食センター給食費特別会計、田原福祉専門学校特別会計、中心市街地商業
　　　　　　等活性化事業特別会計

【資金不足比率】　公営企業ごとの資金不足額の事業規模に対する比率

区分 決算額 構成比
市民税 ４２億６１８３万円 29.8%
　個人 （３５億６７０９万円）（24.9%）
　法人 （６億９４７３万円） （4.9%）
固定資産税 ８８億７３９４万円 62.0%
軽自動車税 １億５７７１万円 1.1%
市たばこ税 ４億３４８６万円 3.0%
鉱産税 １７万円 0.0%
特別土地保有税 ４０万円 0.0%
都市計画税 ５億７６９８万円 4.0%

合計 １４３億　５８８万円 100.0%

水道事業会計 収入 支出
収益的収支 １２億５６７４万円 １１億２０７９万円
資本的収支※ ３２０７万円 ３億２７８０万円

特別会計の名称 平成２３年度 経営健全化基準
公共下水道事業特別会計 － 20.0％
農業集落排水事業特別会計 － 20.0％
水道事業会計 － 20.0％

会計 歳入 歳出
給食センター給食費 ２億７８２８万円 ２億７８０９万円
国民健康保険 ７５億　４４６万円 ７２億６９１１万円
公共下水道事業 １３億３６８２万円 １３億　１０５万円
農業集落排水事業 ５億６３４５万円 ５億３８０６万円
田原福祉専門学校 １億　８９１万円 １億　８９０万円
介護保険 ３５億８３５０万円 ３５億５６４８万円
中心市街地商業等活性化事業 ３０５１万円 ３０５１万円
後期高齢者医療 ５億７３３８万円 ５億６０１７万円

合計 １３９億７９３１万円 １３６億４２３７万円

区分 平成２３年度 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 － 12.55％ 20.00％
連結実質赤字比率 － 17.55％ 30.00％
実質公債費比率 (３ヵ年平均 ) 7.0％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 8.4％ 350.0％

■市税の内訳 ■特別会計

■健全化判断比率

■企業会計

■資金不足比率

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額２億９５７２万円は、過年度分
損益勘定留保資金２億５７１６万円、減債積立金２６６１万円、および当年
度分消費税、地方消費税資本的収支調整額１１９５万円で補てんしました。

※実質赤字比率および連結実質赤
字比率については、実質収支、連
結実質収支がそれぞれ黒字であ
るため｢－｣で表示しています。

※資金不足比率については、各会
計とも資金不足額が生じていな
いため｢－｣で表示しています。

市税の内訳・特別会計・企業会計

健全化判断比率・資金不 足比率

特別会計　国民健康保険や介護保険、下水道など、特定の人や限られた人が利益
を受けるような事業について、一般会計と区別して経理を行っています。
企業会計　企業経営という観点から、水道事業は独立して経理を行っています。

　健全化判断比率の4つの指標のうち、１つでも早期健全化基準を超えると財政健全化計画を、財政再生基準を超
えると財政再生計画を策定しなければなりません。また、資金不足比率が経営健全化基準を超えると、経営健全化
計画を策定しなければなりません。いずれの場合も各計画に基づいて財政再建に取り組むことになりますが、田
原市においては、引き続き財政の健全性が確認されました。

●老後も安心して暮らせるように
高齢者対策等を実施

文・表中の額は１万円未満が四捨五入して
ありますので、合計とは一致しない場合が
あります。
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10月28日
午前10時～午後8時
田原市街地一帯

日

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
役
の
イ
ベ
ン
ト
「
第
10
回
田
原
市
民
ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
す
。「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
」
が
復
活
す
る
ほ
か
、
テ
ン
ト
村
や
踊
り

コ
ン
テ
ス
ト
、
昨
年
、
好
評
だ
っ
た
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
多
彩
な
催

し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

は
な
の
き
広
場

開
会
宣
言
、実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ
の
後
、パ

レ
ー
ド
が
セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
に
向
け
て
出
発

※
詳
し
く
は
11
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
カ
ー
ニ
バ
ル
２
０
１
２

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

田
原
市
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド・吹
奏
楽
な
ど
の
コ
ン
テ
ス
ト・

自
衛
隊
音
楽
隊
演
奏

フ
ィ
ー
ル
ド
イ
ベ
ン
ト

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

は
な
の
き
広
場

屋
外
ス
テ
ー
ジ

富
く
じ
抽
選
会
・

【
友
好
都
市
】長

野
県
宮
田
村
太

鼓
演
奏
・
田
原
市

吹
奏
楽
団
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
・
環
境

戦
隊
た
は
ら
エ
コ

レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ

ー
・
各
種
物
販
テ

ン
ト
な
ど

踊
り
イ
ベ
ン
ト 

午
後
３
時
30
分
〜
８
時

は
な
と
き
通
り
一
帯

こ
ど
も
ス
テ
ー
ジ・じ
ゃ
ん゙
田だ

原ら

り
ん
踊
り
コ

ン
テ
ス
ト・総
踊
り・餅
投
げ

そ
の
他
▼
崋
山
劇（
田
原
文
化
会
館
）な
ど

※
詳
し
く
は
後
日
配
布
す
る
新
聞
折
り
込
み
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼
田
原
市
民
ま
つ
り
実
行

委
員
会
事
務
局（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
２
２　

  

22
局
３
８
１
７

同
時
開
催 

健
康
ま
つ
り 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

田
原
文
化
会
館

体
力
測
定・ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー・骨
密
度
測
定・

ス
リ
ム
度
チ
ェ
ッ
ク・健
康
お
悩
み
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ
▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５　

  

23
局
３
８
１
０

●じゃん田 原゙りん踊りコンテスト

●こどもステージ

●ブラスバンドカーニバル
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日時

▲

10月28日日 終日
路線名 変更後のルート 利用できない停留所

童浦線 晩田⇔総合体育館⇔田原駅
※総合体育館は臨時で停留 博物館入口、図書館、中部市民館

西部線 田原駅⇔川岸 中部市民館、図書館、総合体育館、
大坪、神戸

中央線 晩田⇔総合体育館⇔田原駅
※総合体育館は臨時で停留 博物館入口、図書館、中部市民館

表浜線
高松線
大久保線

田原駅止まり 中部市民館、図書館

ぐ
る
り
ん
バ
ス
に
乗
車
し
て

「
田
原
市
民
ま
つ
り
」へ
行
こ
う
！

　

ぐ
る
り
ん
バ
ス
の
利
用
促
進
と
エ

※

コ
モ
ビ

リ
テ
ィ
を
兼
ね
て
、田
原
市
民
ま
つ
り
開
催
日

は
終
日
、運
賃
が
無
料
で
す
。

※【
エ
コ
モ
ビ
リ
テ
ィ
】環
境
に
や
さ
し
い
交
通

手
段
の
利
用

■
ぐ
る
り
ん
バ
ス
路
線
変
更
に
つ
い
て

　

田
原
市
民
ま
つ
り
に
伴
う
混
雑
の
た
め
、

中
心
市
街
地
に
お
い
て
、下
表
の
区
間
で
経

路
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

▼
市
民
協
働
課　

☎
23
局
３
５
０
４

▼
豊
鉄
ミ
デ
イ
㈱

☎
23
局
７
２
１
０

　第10回田原市民まつりを題材
とした自由撮影の写真を募集しま
す。お気に入りの一枚を、ぜひご応
募ください。

第10回
田原市民まつり
写真コンクール

～作品募集～

◉テーマ
10月28日（日）開催の第10回田原市
民まつりを撮影したもの

◉サイズ
四つ切り
※ワイド版、日付入り、縁付き不可

◉応募方法
11月23日（金）までに商工観光課に
ある応募票を作品の裏面に添付の
うえ提出（郵送の場合は当日消印
有効）

◉賞
田原市長賞、田原市民まつり推進
協議会長賞、中日写真協会田原支
部長賞ほか（入賞者には賞状と副
賞あり）

◉その他
応募作品は、次回の田原市民まつ
り告知ポスターやチラシなどで使
用する場合があります。

▲

田原市民まつり推進協議会
〒441－3492 住所不要
（商工観光課内）
☎２３局３５２２
     ２２局３８１７

 楽しい！かわいい！かっこいい行列が行進します！

オープニングパレード

田原市民まつりの名物で、第７回まで開催されていたあのパ
レードが、いよいよ復活！第10回の記念開催となる今回、

まつりの始まりを華々しく飾る「オープニングパレード」として
開催します。
　自衛隊音楽隊の先導に続き、大草・田原南部・衣笠・野田・伊
良湖小学校の児童たちの行進がパレードを盛り上げます。そし
て、大人気の環境戦隊
たはらエコレンジャー、
元気いっぱいのスポー
ツ少年団の子どもたち、
愛くるしいキャラク
ターの着ぐるみ、田原
市商工会のアドカーな
どが賑やかに行進。さ
らに、ちびっ子消防士、
かっこいい消防車などが続き、見どころ盛りだくさんです。
　ぜひパレード会場に足をお運びください！

オープニングパレード概要
◆日　時＝10月28日日 午前10時 ～11時30分
◆コース＝はなのき広場－セントファーレ
◆その他＝はなとき通りにて参加団体ごとに催し物を披露
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平成24年10月1日
【問い合わせ】 生涯学習課
　23局3531 　22局3811　 syogaku@city.tahara.aichi.jp

1 We Love SPORT

　

昨
年
、「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
」
が
50
年

ぶ
り
に
全
部
改
正
さ
れ
、「
ス
ポ
ー
ツ
基

本
法
」が
成
立
し
ま
し
た
。
今
ま
で
の「
体

育
指
導
委
員
（
通
称
「
体た

い

指し

」）
か
ら
「
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」
に
名
称
が
変
更
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
各
地
区
で
活

動
し
て
い
る
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
」
の
名

称
も
変
更
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
普
及
員
」
と

な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
」
で
は
、

新
た
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
期
待
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
各
地

域
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
同
士
や
行
政

と
の
連
絡
調
整
を
行
う
、
地
域
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
は

ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

の
役
割
で
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
に

密
着
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

◎
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
す
！

　

総
勢
29
名
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、

今
年
度
も
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ

れ
で
も
」
手
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
を
紹
介
す
る
な
ど
市
内
で
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
た
に
18
名
が
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
な
り
ま
し
た
。
３
分
の
２
の

メ
ン
バ
ー
が
入
れ
替
わ
り
、
新
鮮
な
気
持

ち
で
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
一
同
、
力
を
合

わ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
部
会
活
動
の
紹
介

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
現
在
４
つ
の

部
会
（
企
画
調
査
部
会
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

部
会
、
広
報
部
会
、
ス
ポ
レ
ク
部
会
）
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

●
企
画
調
査
部
会
…
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

全
体
の
統
制
、重
要
事
案
な
ど
の
検
討
・

決
定

●
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
部
会
…
市
内
で
開
催
す

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
企
画
・
立
案

●
広
報
部
会
…
市
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
の
活
動
を
紹
介
す
る
「
ス

ポ
ー
ツ
推
進
だ
よ
り
」
の
作
成

●
ス
ポ
レ
ク
部
会
…
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
を
目
的
と
し
た
各
種
講
座
な
ど
で

の
実
技
指
導

▲田原市スポーツ推進委員の皆さん

氏名 校区 氏名 校区

五十嵐　篤 六連 岩本　吉幸 高松

四戸　広克
神戸

鈴木　英利 赤羽根

福井　佐和子 柳原　昭生※1 若戸

井本　英文 大草 鈴木　政也 和地

中島　広二
田原東部

小久保　一雄 堀切

神谷　わか江 小久保　真澄 伊良湖

及森　義仁 南部 山本　洋文 ※2 亀山

吉田　裕彦
童浦

川口　広満
中山

早川　弘美 荒木　佐知子

藤城　忠広※2

田原中部
渡辺　弘

福江
野末　紀子 坂本　学

千葉　常義
衣笠

鈴木　拓磨 清田

鈴木　宏子 大久保 小夜子
泉

小野田　清憲
野田

鈴木　智美

渡邊　真理子 ※1 委員長 ※2 副委員長

●田原市スポーツ推進委員名簿

任期：平成24年４月１日～平成26年３月31日
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て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

※
他
の
新
人
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
さ
ん
に

つ
い
て
は
、
次
回
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
ル
ー
ル
だ
け
で
な

く
、
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
や
魅
力
、
奥

深
さ
な
ど
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
環
境
づ
く

り
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
研
修
会
な
ど
で
し
っ
か
り
学

び
、
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
そ
の
成
果
を
還

元
し
、
健
康
づ
く
り
の
一
役
を
担
え
る
よ

う
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ニュースポーツ

『出前講座』

キンボールスポーツ グラウンド・ゴルフ
４人１組、３チームで直径約１ｍの大きな
ボールを手で打って、ボールを落とさない
ように受けるスポーツです。

野球並みのボールと木のクラブを使うゴル
フ形式のスポーツ。ゴールは公園などの広
場に自由に設置でき、レベルに合わせてコ
ースを設定し楽しむことができます。

タスポニー ペタンク
ネットをはさんで、直径17㎝のスポンジ
ボールを素手で打ち合う、テニスに似たス
ポーツ。やわらかいボールを使うため、安
全で年齢に関係なく誰でも楽しめます。

野球並みのボールを投げ、「ビュット」と呼
ばれる目標物への距離を競うカーリング形
式のスポーツ。ルールが簡単で、子どもか
ら高齢者まで一緒に楽しむことができます。

ディスクドッヂ ディスクゴルフ
バレーボールのコートで柔らかいフリスビ
ーを使ったドッヂボール形式のスポーツ。
１チーム13人以内で行うのが一般的なル
ールです。

フリスビーを使うゴルフ形式のスポーツ。
ゴールはどこにでも設置できるので、競技
者の技術に合わせて楽しむことができます。

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

つ
い
て
は
、
次
回
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
目
標

●
五
十
嵐　

篤
（
六
連
）

　

六
連
校
区
の
代
表
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
四
戸　

広
克
（
神
戸
）

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
、
健
康

増
進
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
井
本　

英
文
（
大
草
）

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
神
谷　

わ
か
江
（
田
原
東
部
）

　

み
ん
な
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
輪
を

広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
及
森　

義
仁
（
田
原
南
部
）

　

ル
ー
ル
を
覚
え
る
の
に
苦
労
し
て
い
ま

す
が
、
地
域
に
広
め
ら
れ
る
よ
う
努
力

し
ま
す
。

●
野
末　

紀
子
（
田
原
中
部
）

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
地
域
の
方
と
交
流

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
千
葉　

常
義
（
衣
笠
）

　

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
覚
え
、
地
域

へ
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
小
野
田　

清
憲
（
野
田
）

　

ま
ず
は
自
分
自
身
が
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
こ
と
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

●
岩
本　

吉
幸
（
高
松
）

　

持
ち
前
の
元
気
と
明
る
さ
で
盛
り
上
げ

新
人
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
紹
介

行事名 開催日 開催場所

キンボールスポーツ大会 12月16日日
渥美運動公園
屋内競技場

ディスクドッヂ大会
平成25年
２月３日日

渥美運動公園
屋内競技場

春のウォーキング
平成25年
３月30日土

未定

●今後の行事予定

　各種団体などを対象に、私たちスポーツ推進委員が開催場
所に出向き、ニュースポーツの指導・運営をお手伝いしてい
ます。
　やさしく指導しますので、お気軽に声をおかけください。

▼生涯学習課 ☎23局３５３１
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〜
城
下
町
田
原
の
伝
統
文
化
を
今
に
〜

江
戸
時
代
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
田
原
祭
り
。

９
月
　
日
土
・
　
日
日
に
開
催
さ
れ
た
祭
り
の
見
所
を
、写
真
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

15

16

●セントファーレ前に集結した新町（右）・萱町（中）・
　本町（左）の昼山車。３台のからくり山車（田原市
　指定文化財）は街を練り歩き、からくりやお囃子、
　迫力ある車切りなどで、見物客を魅了しました。

●火の粉の乱舞を間近で見られる手筒・大筒花
火。萱町・本町・新町・巴江・衣笠の五町によ
る、夜空を彩る打ち上げ花火は、田原祭りの
フィナーレを飾る一大イベントです。

●田原祭りのハイライトの一つである夜山車。きれい
　に着飾った子どもたちが、お囃子にあわせて愛らし
　い手踊りを披露しました。
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〜
城
下
町
田
原
の
伝
統
文
化
を
今
に
〜

江
戸
時
代
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
田
原
祭
り
。

９
月
　
日
土
・
　
日
日
に
開
催
さ
れ
た
祭
り
の
見
所
を
、写
真
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

15

16

●セントファーレ前に集結した新町（右）・萱町（中）・
　本町（左）の昼山車。３台のからくり山車（田原市
　指定文化財）は街を練り歩き、からくりやお囃子、
　迫力ある車切りなどで、見物客を魅了しました。

●火の粉の乱舞を間近で見られる手筒・大筒花
火。萱町・本町・新町・巴江・衣笠の五町によ
る、夜空を彩る打ち上げ花火は、田原祭りの
フィナーレを飾る一大イベントです。

●田原祭りのハイライトの一つである夜山車。きれい
　に着飾った子どもたちが、お囃子にあわせて愛らし
　い手踊りを披露しました。
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

8

9

　

わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
プ
が
江
比
間
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、田
原
市
・
豊
橋
市
の
小
学
生
54

名
が
参
加
し
ま
し
た
。レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ア
、炊
飯
な
ど
、１
泊
２
日
で
内
容
盛
り
だ
く

さ
ん
の
こ
の
イ
ベン
ト
。子
ど
も
た
ち
は
、豊
か
な
自
然

の
中
で
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

み
ん
な
で
過
ご
す

わ
く
わ
く
の
夏
休
み

８
月
24
日［
金
］

▲指導してくれたキャンプカウンセラーと記念撮影をする参加者

　

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
田
原
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。市
内
外
か
ら
参
加
し
た
29

団
体
が
、活
動
紹
介
の
パ
ネ
ル
展
示
や
ス
テ
ー
ジ
発
表

な
ど
を
行
い
、約
７
０
０
名
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。ま
た
、映
画
祭
で
は
自
分
ら
し
く
生
き
る
夫
婦

や
家
族
の
愛
を
描
い
た
作
品
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

男
女
互
い
に
理
解
を

８
月
26
日［
日
］

▲ステージでは、紙芝居や健康体操などが発表されました（写真：人権擁護委員会）
　【主催：田原市男女共同参画推進懇話会】

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
の
最
高
位
の
章

「
富
士
章
」を
受
章
し
た
穂
の
国
地
区
田
原
第
１
団

の
兼
子
留る

み美
さ
ん（
や
ぐ
ま
台
）が
、市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。兼
子
さ
ん
は「
受
章
に
至
る
ま
で
の

活
動
は
大
き
な
経
験
と
な
っ
た
。今
後
は
指
導
者

と
し
て
貢
献
し
た
い
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
技
術
を

習
得
し
最
高
位
章
！

８
月
21
日［
火
］

▲市長から「努力を積み重ねた結果。おめでとう」と祝福された兼子さん（写真右）
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

8

9

　

総
合
防
災
訓
練
が
渥
美
運
動
公
園
多
目
的
広

場
で
実
施
さ
れ
、28
の
関
係
団
体
や
市
民
な
ど
約

１
０
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。震
度
６
強
以
上

の
地
震
と
大
津
波
が
想
定
さ
れ
た
こ
の
訓
練
。自

主
防
災
会
や
消
防
署
、警
察
、自
衛
隊
な
ど
が
連
携

し
、地
震
発
生
直
後
か
ら
災
害
応
急
復
旧
ま
で
の

対
応
に
つ
い
て
、実
践
的
な
31
種
類
の
訓
練
が
行

わ
れ
、防
災
体
制
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

地
域
の
つ
な
が
り
で

防
災
・
減
災

９
月
１
日［
土
］

▲治療の優先順位を決定するトリアージ訓練の様子

　

若
い
農
業
経
営
者
が
集
ま
る「
田
原
市
４
Ｈ
ク
ラ

ブ
」主
催
の
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
コ
ン
テ
ス
ト
が
サ
ン

テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。作
物
栽
培

の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、毎
年
行
わ
れ
て
い

る
こ
の
催
し
。市
内
13
保
育
園
や
市
民
、４
Ｈ
ク
ラ
ブ

員
な
ど
が
出
品
し
た
91
個
の
カ
ボ
チ
ャ
が
会
場
に
並

び
、重
量
を
競
い
ま
し
た
。重
量
、色
、形
な
ど
総
合

評
価
で
決
定
さ
れ
る
最
優
秀
賞
に
は
、４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の

花
井
裕
紀
さ
ん
の
カ
ボ
チ
ャ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
大
き
く

育
っ
た
よ
！

９
月
12
日［
水
］

▲保育園の部で優勝した重さ49.8kgのジャンボカボチャを囲み、誇らしげな小中山保育園児たち
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（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し

込
み
＝
10
月
26
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

▼
ど
な
た
で
も
（
小
学
校
３
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）　

▼
開
催
日
／
内
容
／
参

加
料
＝
表
の
と
お
り　

▼
時
間
＝
い
ず
れ

も
午
後
１
時
～
４
時　

▼
定
員
＝
各
20
名

（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

記
）　

▼
そ
の
他
＝
「
ほ
の
国
こ
ど
も
パ

ス
ポ
ー
ト
」
の
提
示
で
、
小
・
中
学
生
の

入
館
料
が
無
料

▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22
局
８
０
６
０　

22
局
８
０
７
０

　

yoshigo@
city.tahara.aichi.jp

▼
対
象
＝
中
学
２
年
生
以
上　

▼
日
時
＝

11
月
10
日
（
土
）
～
12
月
15
日
（
土
）
の

毎
週
土
曜
日
／
午
後
７
時
30
分
～
９
時

（
全
６
回
）　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館

２
０
１
・
２
０
２
会
議
室　

▼
定
員
＝
25

名
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
受
講
料
＝
２
０
０
０
円　

▼
申
し
込
み

＝
10
月
29
日
（
月
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
の
場
合

は
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

学
生
の
場
合
は
学
校
名
と
学
年
も
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

▼
コ
ー
ス
／
開
催
日
＝
表
の
と
お
り　

▼
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
後
７
時
30
分
～
10

時　

▼
場
所
＝
渥
美
文
化
会
館　

視
聴
覚

室　

▼
講
師
＝
渥
美
パ
ソ
コ
ン
研
究
会
会

員　

▼
定
員
＝
各
18
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は

実
費
負
担
）　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
電
話

番
号
・
コ
ー
ス

名
を
明
記
）
／

10
月
11
日（
木
）

受
付
開
始

▼
生
涯
学
習
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

▼
日
時
＝
11

月
11
日（
日
）

午
後
１
時
30

分
～
３
時　

▼
場
所
＝
田

原
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階
大
会
議
室　

▼
テ
ー
マ
＝
大
人

の
理
科
室
～
小
学
校
理
科
実
験
は
こ
ん
な

に
お
も
し
ろ
い
～　

▼
講
師
＝
寺
木
秀
一

氏
（
東
洋
大
学
教
授
）　

▼
定
員
＝
50
名

吉
胡
貝
塚
資
料
館

秋
・
冬
の
体
験
講
座　

参
加
者

■吉胡貝塚資料館　秋・冬の体験講座
日時 講座名 内容 参加料

11／11日 どんぐりクッキーづくり
どんぐりをすりつぶし
て、縄文人も食べたクッ
キーを作ります。

100円

11／25日 縄文鍋 縄文土器を使って縄文料
理に挑戦します。

500円
程度

12／ 2日 どんぐり染め どんぐりなどを使ってハ
ンカチを染めます。 500円

12／16日 しめ縄づくり お正月用のしめ縄を作
ります。 200円

田
原
市
市
民
大
学

（
東
洋
大
学
連
携
講
座
） 

受
講
者

初
級
ハ
ン
グ
ル
教
室　

受
講
生

パ
ソ
コ
ン
教
室　

受
講
生

■パソコン教室
コース 開催日

初心者教室 11／20火～23金・

エクセル 11／27火・28水

ワード 11／29木・30金

年賀状作成 12／4火・5水
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渥
美
半
島
自
慢
の
農
産
物
を
使
っ
た
加
工

品
と
料
理
の
レ
シ
ピ
を
農
村
女
性
組
織
「
農

村
輝
き
ネ
ッ
ト
・
あ
つ
み
」が
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
（
グ
ル
ー
プ
で
の
応
募
可
）　
▼
募
集
内
容

＝
①
加
工
品
の
部
（
田
原
市
産
農
産
物
を

１
つ
以
上
使
用
の
こ
と
）
②
料
理
の
部
（
田

原
市
産
の
キ
ャベツ
、
ブ
ロッコ
リ
ー
、
レ
タ
ス
、

セ
ル
リ
ー
、
ト
マ
ト
、
メ
ロ
ン
、
ミ
カ
ン
、
イ

チ
ゴ
の
う
ち
ど
れ
か
１
つ
以
上
使
用
の
こ
と
）

／
い
ず
れ
も
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に

限
る
▼
審
査
＝
一次
審
査
：
書
類
審
査
／
二

次
審
査
：
神
戸
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
て
外

観
、食
味
な
ど
の
審
査
（
12
月
10
日
⺼
予
定
）

▼
入
賞
＝
部
門
ご
と
に
上
位
４
点
に
賞
状

と
賞
品
を
贈
呈　

▼
申
し
込
み
＝
11
月
９

日
（
金
）
ま
で
に
農
政
課
・
サ
ン
テ
パ
ル
ク

た
は
ら
・
田
原
農
業
改
良
普
及
課
に
あ
る

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
農

村
輝
き
ネ
ッ
ト
・
あ
つ
み
事
務
局
（
田
原

農
業
改
良
普
及
課
）
へ
直
接
ま
た
は
郵
送

に
て
提
出
／
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

）

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

※
応
募
さ
れ
た
レ
シ
ピ
な
ど
は
印
刷
物
な
ど

に
二
次
使
用
す
る
場
合
あ
り

▼
農
村
輝
き
ネ
ッ
ト
・
あ
つ
み
事
務
局

（
田
原
農
業
改
良
普
及
課
内
）

（
〒
４
４
１

－

３
４
２
７　

加
治
町
南
恩

中
７

－

５
）
☎
22
局
０
３
８
１

～
ホ
テ
ル
で
味
わ
う
豊
橋
・
田
原
の
旬
～

　

農
業
王
国
豊
橋
・
田
原
で
生
産
さ
れ
る

旬
の
特
選
素
材
を
活
か
し
た
地
産
地
消
ラ

ン
チ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
シ
ェ
フ
や
生

産
者
の
方
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
７
日
（
水
）
正
午
～
午
後

２
時　

▼
場
所
＝
ホ
テ
ル
ア
ー
ク
リ
ッ

シ
ュ
豊
橋　

▼
講
師
＝
酒
井
淳
さ
ん
（
ホ

テ
ル
総
料
理
長
）、
地
元
の
生
産
農
家
ほ

か　

▼
定
員
＝
25
名
（
申
込
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）　

▼
参
加
料
＝
３
５
０
０
円

（
食
事
代
）　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
17
日

（
水
）
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は

が
き
に
て
（
参
加

者
全
員
の
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
）

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要　

豊
橋
市
農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
６
４　

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

　

info_nosei@
city.toyohashi.lg.jp

　

http://w
w

w
.toyohashi-tahara.jp/

　

消
防
署
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
エ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い

を
学
ぶ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
日
時
＝
11
月
11
日
（
日
）
午
前
９
時
～

正
午　

▼
場
所
＝
田
原
市
消
防
署
２
階

研
修
ホ
ー
ル　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着

順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み

＝
11
月
10
日（
土
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
を
明

記
）　

▼
そ
の
他
＝
修
了
証
を
講
習
修
了

者
に
交
付

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

地
元
農
産
物
を
活
用
し
た
加
工
品
・

料
理
コ
ン
テ
ス
ト　

参
加
者

年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
を
明

市政ぴーあーる講座
～伝えていきたい「平和の尊さ」～

渥美半島の戦争遺跡
昭和初期の渥美半島。そこには旧日本陸軍の軍事施
設「伊良湖射場」がありました。市内に残る戦争遺
跡をめぐり、歴史をひもとき、平和の尊さについて
考えてみませんか。
▶対象＝市内在住・在勤・在学の 18 歳以上の方
▶日時＝ 11 月 27 日（火）午前 9 時～午後 4 時
▶場所＝市役所北庁舎玄関前集合（市バスで移動）
▶定員＝ 30 名（先着順）
▶内容＝市内の戦争遺跡めぐりなど
（昼食は道の駅・伊良湖クリスタ
ルポルトで各自）

▶参加料＝無料
▶申し込み＝ 10 月 5 日（金）～ 11 月 16 日（金）

の期間に、電話またはＦＡＸ・Ｅメールにて（ＦＡＸ・Ｅメー
ルの場合は、住所・氏名・年齢・性別・電話番号を明記）

▶服装＝動きやすい服装でご参加ください

▶広報秘書課　☎ 22 局 0138 　23 局 1691
                         koho@city.tahara.aichi.jp

参加者募集 普
通
救
命
講
習
会　

受
講
者

豊
橋
田
原
食
育
体
験
講
座﹁
地
産
地
消

の
ラ
ン
チ
セ
ミ
ナ
ー
﹂　

参
加
者

▲酒井淳さん

■東日本大震災義援金の受付期間を延長します
　日本赤十字社が募集している東日本
大震災義援金の受付は、平成 25 年３
月31日（日）まで期間を延長することにな
りました。
　引き続き皆さんのご支援をよろしくお
願いします。
◉田原市での募金状況（9月25日現在）
　２７３８万２４０２円
▶日本赤十字社愛知県支部田原市地区
　（地域福祉課内）☎２３局３５１２

│ 19 │　　　　　　　　　　平成24 年10月1日



▼
場
所
＝
田
原
市
民
ま
つ
り
会
場
（
田
原

文
化
会
館
は
な
の
き
広
場
南
側
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

▼
献
血
＝
愛
知
県
豊
橋
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
☎（
０
５
３
２
）32
局
１
２
９
７

▼
献
眼
・
献
腎
登
録
＝
田
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
☎
22
局
６
０
１
３　
※
午
前
９
時
～
午
後
１
時

▼
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
登
録
＝
豊
川
保

健
所
生
活
環
境
安
全
課

☎（
０
５
３
３
）86
局
３
１
７
７

　

出
産
や
手
術
に
お
け
る
大
量
出
血
の
際

に
、
特
定
の
血
液
製
剤
を
投
与
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
に
感

染
さ
れ
た
方
に
給
付
金
を
支
給
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

▼
請
求
手
続
き
期
限
＝
平
成
25
年
１
月
15

日
（
火
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
厚
生
労
働
省
相
談
窓
口

　

０
１
２
０（
５
０
９
）０
０
２

※
受
付
は
平
日
の
午
前
９
時
30
分
～
午
後

６
時

▼
場
所
＝
豊
橋
地
方
合
同
庁
舎
６
階
大
会
議

室（
豊
橋
市
大
国
町
）　

▼
内
容
＝
【
午
前
】

相
続【
午
後
】遺
言　

▼
講
師
＝
法
務
局
職

員
・
公
証
人　
▼
定
員
＝
60
名（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に

て（
要
事
前
申
し
込
み
）　

▼
そ
の
他
＝
公
共

交
通
機
関
で
の
ご
来
場
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局
総
務
課

☎（
０
５
３
２
）54
局
９
２
７
８

▪
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

高
齢
者
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
、

普
通
の
風
邪
に
比
べ
て
全
身
症
状
が
強
く

な
り
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を
合
併
し

た
場
合
に
は
、
重
症
化
し
や
す
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
抵

抗
力
が
つ
く
ま
で
２
週
間
程
度
か
か
り
ま

す
。
流
行
前
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象=

①
65
歳
以
上
（
昭
和
22
年
12
月

31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
②
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
な

ど
の
機
能
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方　

※

対
象
者
に
は
個
別
に
通
知　

▼
実
施
期
間

＝
10
月
15
日
（
月
）～
平
成
25
年
１
月
31
日

（
木
）　
▼
場
所
＝
市
内
指
定
医
療
機
関

▼
自
己
負
担
額
＝
１
０
０
０
円
（
生
活
保

護
世
帯
の
方
お
よ
び
平
成
24
年
度
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
自
己
負
担
免
除
）

▪
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
一
部
を
助
成

　

高
齢
者
が
肺
炎
に
か
か
る
原
因
の
中
で

最
も
多
い
と
い
わ
れ
る「
肺
炎
球
菌
」の
感

染
予
防
に
有
効
で
す
。こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
か
か
る
費
用
の一部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
満
70
歳
以
上
の
方

で
、
過
去
５
年
間
に
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
受
け
て
い
な
い
方　

▼
助
成
金
額
＝

２
０
０
０
円
（
自
己
負
担
額
は
医
療
機
関

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
／
生
活
保
護
世

帯
は
自
己
負
担
免
除
）　

▼
接
種
場
所
＝

市
内
指
定
医
療
機
関　

▼
申
請
方
法
＝
随

時
、
市
役
所
・
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内

の
健
康
課
で
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
。
接

種
前
に
い
ず
れ
か
の
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

▼
日
時
＝
10
月
28
日
（
日
）
①
午
前
10
時

～
11
時
30
分
②
午
後
１
時
～
３
時
30
分　

▼
対
象
＝
在
職
障
害
者
で
基
本
的
な
パ
ソ

コ
ン
操
作
が
で
き
る
方　

▼
日
時
＝
11
月

10
日
（
土
）・
17
日
（
土
）
／
い
ず
れ
も

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

▼
場
所
＝
愛
知

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校　

▼
コ
ー
ス
＝

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
基
礎
（
イ
ラ
ス
ト
作
成

ソ
フ
ト
を
使
用
し
た
描
画
と
写
真
加
工
）

▼
定
員
＝
10
名
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込

み
＝
11
月
２
日
（
金
）
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て
（
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
障
害
の

程
度
を
明
記
）
／
締
切
日
必
着

▼
愛
知
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
〒
４
４
１

－

１
２
３
１　

豊
川
市
一
宮

町
上
新
切
33

－

14
）

☎（
０
５
３
３
）93
局
２
１
０
２

　
（
０
５
３
３
）93
局
６
５
５
４

　

noryokukaihatsuko@
pref.aichi.lg.jp

　

暮
ら
し
の
身
近
な
法
律
問
題
に
つ
い

て
、
公
証
人
、
法
務
局
職
員
が
「
市
民
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
14
日（
水
）午
前
10
時
15
分

～
午
後
２
時
40
分（
午
前
10
時
開
場
）

障
害
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

（
在
職
者
訓
練
）　

受
講
生

法
務
局
市
民
講
座　

受
講
者

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
・

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

献
血・
献
眼
・
献
腎
・骨
髄
・
末
梢
血
幹

細
胞
の
提
供
に
ご
協
力
を
！

特
定
の
血
液
製
剤
に
よ
り
Ｃ
型

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
方
へ
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▪
家
族
介
護
用
品
購
入
券

▼
対
象
＝
田
原
市
に
住
所
が
あ
り
、
要
介

護
１
以
上
の
方
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

方
な
ど
（
た
だ
し
、
要
介
護
１
・
２
の
場

合
は
、
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方
①
医
師

の
診
断
に
よ
り
失
禁
が
認
め
ら
れ
る
方
②

申
請
時
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

③
上
半
期
に
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
）

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
有
効
期
限
内

の
介
護
保
険
証
、
印
鑑（
認
印
可
）

▪
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
・
福
祉
回
数
券

▼
対
象
＝
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
１
・
２
級
の
下
肢
・
体
幹
・
視
覚
障
害

ま
た
は
１
級
の
内
部
障
害
が
あ
る
方
②
Ａ

判
定
の
知
的
障
害
が
あ
る
方
③
１
・
２
級

の
精
神
障
害
が
あ
る
方　

▼
手
続
き
に
必

要
な
も
の
＝
障
害
者
手
帳

◦
交
付
に
つ
い
て

▼
日
時
＝
平
成
25
年
３
月
29
日
（
金
）
ま

で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　

▼
場
所
＝
①

田
原
地
区
の
方
…
市
役
所
高
齢
福
祉
課

（
北
庁
舎
１
階
）
②
赤
羽
根
地
区
の
方
…

赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー（
旧
赤
羽
根
支
所
）

③
渥
美
地
区
の
方
…
渥
美
支
所　

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

　

障
害
者
を
虐
待
か
ら
守
り
、
ま
た
そ
の

養
護
者
を
支
援
す
る
た
め
、
障
害
者
虐
待

防
止
法
（
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者

の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法

律
）
が
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
よ
り
、
養
護
者
（
家
族
や

同
居
人
等
）、
福
祉
施
設
従
事
者
、
使
用

者
（
雇
用
主
等
）
か
ら
虐
待
を
受
け
た
り

発
見
し
た
り
し
た
場
合
は
、必
要
に
応
じ
、

障
害
者
の
一
時
保
護
や
支
援
を
行
い
ま
す

の
で
、
窓
口
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
通
報

者
、
相
談
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▪
通
報
窓
口

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
６
９
７　

23
局
３
５
４
５

※
夜
間
・
休
日
・

年
末
年
始
は
、
市

役
所
（
代
表
）

☎
22
局
１
１
１
１

▪
相
談
窓
口

▼
田
原
市
障
害
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
23
局
３
８
１
２　

23
局
３
１
１
０

▼
期
日
／
内
容
＝
【
11
月
８
日（
木
）】
不

登
校
・
ひ
き
こ
も
り
と
発
達
障
害
に
つ
い

て
【
11
月
21
日（
水
）】
ひ
き
こ
も
り
支

援
の
い
ま
～
訪
問
か
ら
就
労
支
援
ま
で

～
【
12
月
７
日（
金
）】
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

「
親
子
の
共
感
力
を
育
て
よ
う
」　

▼
時
間

＝
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
初
回
の
み
午
後
３
時
ま
で
）　

▼
場
所
＝

豊
川
市
社
会
福
祉
会
館
（
豊
川
市
諏
訪
）

▼
定
員
＝
30
名
（
先
着
順
／
初
回
の
み
40

名
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み

＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

記
）

▼
豊
川
保
健
所　

☎（
０
５
３
３
）86
局
３
６
２
６

　
（
０
５
３
３
）89
局
６
７
５
８

　

土
地
は
、
国
民
の
た
め
の
限
ら
れ
た
貴
重

な
資
源
で
す
。
将
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
、
明
日
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に
も
土

地
の
有
効
利
用
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
豊
か
で
安
心
で
き
る
住
み

よ
い
社
会
を
築
い
て
い

く
た
め
に
、
土
地
の

有
効
利
用
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

22
局
３
８
１
１

▼
対
象
＝
事
業
主
、
人
事
労
務
担
当
者
そ

の
他
関
心
の
あ
る
方　

▼
日
時
＝
11
月
16

日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分　

▼
場
所
＝
東
三
河
県
庁 

大
会
議
室
（
東
三

河
総
合
庁
舎
２
階
）　

▼
内
容
＝
企
業
が

取
り
組
む
心
の
健
康
相
談
活
動
を
テ
ー
マ

に
講
演
、
取
り
組
み
事
例
発
表
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

▼
定
員
＝
１
０
０

名
（
先
着
順
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
11
月
２
日
（
金
）
ま
で
に

電
話
に
て

▼
愛
知
県
東
三
河
総
局
産
業
労
働
課

☎（
０
５
３
２
）54
局
２
５
８
２

障
害
者
虐
待
防
止
法
が
施
行

❖
虐
待
の
種
類

【
身
体
的
虐
待
】
体
に
傷
や
痛
み
を
負
わ
せ

る
暴
行
を
加
え
る
こ
と
や
、
正
当
な
理
由

な
く
体
の
自
由
を
奪
う
こ
と

【
性
的
虐
待
】
無
理
や
り
（
ま
た
は
同
意
と

見
せ
か
け
）
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ

と
や
、
さ
せ
る
こ
と

【
心
理
的
虐
待
】
激
し
い
暴
言
を
浴
び
せ
た

り
、
拒
絶
的
な
態
度
を
と
っ
た
り
す
る
な

ど
し
て
、
心
を
傷
つ
け
る
こ
と

【
放
棄
・
放
任
】
食
事
や
入
浴
、
排
泄
な
ど

の
介
助
を
せ
ず
、
心
や
体
を
衰
弱
さ
せ
る

こ
と

【
経
済
的
虐
待
】
本
人
の
同
意
な
し
に
財
産

や
年
金
、
賃
金
な
ど
を
使
う
こ
と
や
、
不

利
益
を
与
え
る
こ
と

家
族
介
護
用
品
購
入
補
助
券
・
障
害
者
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
・
福
祉
回
数
券（
下
半
期
分
）交
付

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
を

開
催
し
ま
す

10
月
は
土
地
月
間

 

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン
ス

推
進
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
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れ
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
場
合
や
資
格
取

得
な
ど
の
届
出
を
忘
れ
た
期
間
が
あ
る
場

合
、
将
来
の
年
金
受
給
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き
な
く

な
っ
た
り
（
保
険
料
納
付
や
免
除
な
ど
の

合
計
が
３
０
０
月
未
満
の
場
合
）
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
期
間
が
過
去
２
年
か
ら
10
年
に
延
長
と

な
る
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成
14
年
10
月
分
以
降

の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

▼
後
納
保
険
料
の
納
付
期
限
＝
平
成
27
年

９
月
30
日
（
水
）　

▼
そ
の
他
＝
後
納
保

険
料
納
付
に
は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
１
１
）０
５
０

▼
豊
橋
年
金
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
４
１
１
８

　

１
年
に
１
度
は
健
診
を
受
け
て
、
自
分

の
体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
受
診
の

際
は
必
ず
受
診
券
と
保
険
証
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

▼
費
用
＝
自
己
負
担
分
は
無
料　

▼
場
所

　

田
原
市
農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適

正
処
理
対
策
協
議
会
が
行
って
い
る
農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ

ル
ム
と
ポ
リ
系
フ
ィ
ル
ム
を
分
別
の
う
え
搬

入
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
の

結
束
は
、
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
の
切
れ
端
を
使

用
す
る
な
ど
、
同
じ
材
質
の
物
で
束
ね
る
ル
ー

ル
を
守
って
く
だ
さ
い
。
分
別
の
効
率
を
向
上

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
作
業
を
円
滑
化
す
る
た
め
、

ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
場

で
束
ね
直
し
て
い
た
だ
く
か
、
受
け
取
り
を

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
ポ
リ
系
フ
ィ
ル
ム
は
、
潅か
ん
す
い水
チ
ュー

ブ
や
ポ
リ
系
の
ひ
も
で
束
ね
る
こ
と
が
出
来

ま
す
が
、
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
の
切
れ
端
な
ど

は
使
用
し
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

適
正
処
理
対
策
協
議
会
（
農
政
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

▼
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み

田
原
資
材
セ
ン
タ
ー
☎
23
局
１
６
３
６

赤
羽
根
資
材
セ
ン
タ
ー
☎
45
局
３
１
３
４

渥
美
資
材
セ
ン
タ
ー
☎
32
局
３
０
０
０

　

国
民
年
金
制
度
は
、
保
険
料
を
納
め
ら

▼
縦
覧
期
間
＝
10
月
20
日
（
土
）
～
11
月

３
日
（
土
・
祝
）　

▼
縦
覧
時
間
＝
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時　

▼
縦
覧
場
所
＝

選
挙
管
理
委
員
会
（
市
役
所
南
庁
舎
３
階

総
務
課
）

▼
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

　

市
内
で
法
人
な
ど
の
新
規
設
立
や
、
事

務
所
・
事
業
所
の
新
規
開
設
を
し
た
場
合

は
、速
や
か
に
登
記
簿
謄
（
抄
）
本
（
写
し
）

と
定
款（
写
し
）を
添
え
て
、法
人
設
立（
変

更
）
等
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
商
号
」「
所
在
地
」「
代
表
者
」「
資

本
金
額
」「
決
算
期
」
な
ど
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
や
「
法
人
の
解
散
」「
事
業
所
の
閉

鎖
」
な
ど
を
し
た
場
合
も
、
そ
の
都
度
、
変

更
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（「
エ
ル

タ
ッ
ク
ス
」
を
利
用
し
て
の
届
出
も
可
）

※
法
人
設
立
（
変
更
）
等
申
告
書
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

＝
市
内
指
定
医
療
機
関　

▼
期
間
＝
12
月

31
日
ま
で
の
診
療
時
間
内　

▼
そ
の
他
＝

健
診
は
空
腹
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９
（
特
定
健
診
）

☎
23
局
３
５
１
４
（
後
期
高
齢
者
健
診
）

　

給
水
工
事
は
田
原
市
指
定
給
水
装
置
工

事
店
へ
、
公
共
下
水
道
等
に
接
続
す
る
場

合
は
田
原
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
へ
必

ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▪
新
規
追
加

◦
ア
イ
セ
イ
設
備　

三
河
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）88
局
４
４
４
５

▼
水
道
課　

☎
23
局
３
５
３
２　

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

　

平
成
24
年
９
月
１
日
現
在
で
調
製
さ
れ

た
愛
知
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度

10
月
１
日
月
に
開
始

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

排
出
時
の
分
別
の
お
願
い

も
う
受
け
ま
し
た
か
？

健
診
は
お
早
め
に
！

水
道
・
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

新
規
追
加

法
人
の
各
種
届
出

愛
知
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
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◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～10/4木
トライアスロン伊良湖大会

稲刈り体験（若戸小）

10/5金～10/18木
田原祭り
博物館企画展「再発見・日本の書画
の楽しみ」

10/19金～11/1木
耐震対策
スポーツギネス大会

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

ティーズチャンネルで放送中

広報秘書課 22　0138

◦田原ほっとらいん
放送月 内　容

10月 「共生のまち」ってどんなまち？
～障がいがあっても働ける！まちづくり～

毎週土・日曜日　１日５回放送　
①7：45 ②12：45 ③15：45 ④18：45 ⑤22：45

│ 23 │　　　　　　　　　　平成24 年10月1日



◉
10
月
19
日
金
・
20
日
土　

た
っ
ぷ
く
祭
「
笑
顔
日
和
」

時
間
▼
19
日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
４
時
、

20
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所
▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

内
容
▼
お
茶
席
や
模
擬
店
、
手
浴
体
験
、

ゲ
ー
ム
、
演
劇
な
ど

参
加
料
▼
無
料

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０

◉
10
月
21
日
日　

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
▼
二
胡
が
奏
で
る
秋

出
演
▼
中
村
ゆ
み
こ
（
二
胡
）、
川
村
千

尋
（
ピ
ア
ノ
）、
マ
ッ
ス
グ
加
藤
（
パ

ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

料
金
▼
５
０
０
円
（
ド
リ
ン
ク
付
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
市
内
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

託
児
▼
10
月
11
日（
木
）ま
で
に
電
話
予
約

◉
10
月
14
日
日　

蔵
王
山
展
望
ま
つ
り

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所
▼
蔵
王
山
展
望
台
一
帯

内
容
▼
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、工
作
広
場
、

蔵
王
山
お
茶
会
ほ
か

お
茶
券
前
売
り
▼
料
金
６
０
０
円（
２
席

／
く
じ
付
き
）【
販
売
場
所
】
道
の
駅
田

原
め
っ
く
ん
は
う
す
、蔵
王
山
展
望
台
、

池
ノ
原
会
館
ほ
か

▼
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
２
０
２
６

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

◉
10
月
28
日
日　

み
ん
な
の
消
費
生
活
展

～
安
心
・
安
全
・
賢
い
く
ら
し
～

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所
▼
田
原
文
化
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
▼
展
示
コ
ー
ナ
ー
、不
用
品
交
換
会
、

リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
、共
同
購
入
即
売
会
、

田
原
市
生
活
学
校
の
活
動
紹
介
な
ど

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２　

22
局
３
８
１
７

◉
10
月
28
日
日　

田
原
市
民
ま
つ
り

※
10
～
11
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
２
２　

22
局
３
８
１
７

◉
10
月
30
日
㊋
～
11
月
11
日
日　

渥
美
半
島
菊
花
大
会

場
所
▼
サ
ン
テ
パル
ク
た
は
ら
サ
ン
テ
ド
ー
ム

内
容
▼
観
賞
用
菊
の
展
示

▼
渥
美
半
島
菊
花
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
２
０
２
６

月
の
イ
ベ
ン
ト

OCT

10

●伊勢湾海上交通センター

伊勢湾海上交通センター
施設一般公開
　11 月 3 日の「灯台記念日」にちなみ、海上保安
庁の役割と活動をより理解していただくために、施
設を一般公開します。

◎日時＝11月3日（土・祝）午前10時～午後３時（受
付は午後 2 時 30 分まで）　◎場所＝伊勢湾海上交
通センター（伊良湖町）　◎内容＝海上保安業務説明、
屋上開放、制服の試着、ペーパークラフト作成、管
制室レーダー見学など　◎見学料＝無料　◎申し込
み＝不要。当日、直接会場へお越しください。
※天候などにより中止する場合があります。

▶海上保安庁　伊勢湾海上交通センター
☎３４局２７００　 ３４局２７０４
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◉
11
月
２
日
金
～
４
日
日　

田
原
市
文
化
祭
・
秋
の
市
民
茶
会

▪
田
原
会
場
（
田
原
文
化
会
館
）

▪
芸
能
大
会
＝
11
月
４
日
（
日
）

▪
各
種
展
覧
会
＝
11
月
２
日
（
金
）
～
４

（
日
）

▪
渥
美
会
場（
渥
美
文
化
会
館
一
帯
）

▪
芸
能
大
会
・
茶
会
＝
11
月
４
日
（
日
）

▪
各
種
展
覧
会
＝
11
月
３
日
（
土
・
祝
）・

４
日
（
日
）

▪
池
ノ
原
会
館

▪
市
民
茶
会
＝
11
月
３
日
（
土
・
祝
）

▼
田
原
市
文
化
協
会
事
務
局

（
田
原
文
化
会
館
内
）
☎
22
局
６
０
６
３

◉
11
月
３
日
土
・　

～
11
日
日　

あ
い
ち
花
フ
ェ
ス
タ

場
所
▼
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡

主
な
内
容
▼

①
モ
デ
ル
「
冨
永
愛
」
さ
ん
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

②
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
代
表
す
る
フ
ラ
ワ
ー

ア
ー
ト
で
、
色
と
り
ど
り
の
花
び
ら
や

鉢
花
を
敷
き
並
べ
て
絵
を
描
く
「
イ
ン

フ
ィ
オ
ラ
ー
タ
（
花
の
絨じ

ゅ
う
た
ん毯
）」
／
東

海
地
区
最
大
級
の
規
模

③
日
本
を
代
表
す
る
押
し
花
作
家
の
杉
野

宣
雄
氏
に
よ
る
押
し
花
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど

④
杉
野
宣
雄
氏
と

日
本
を
代
表
す

る
イ
ン
フ
ィ
オ

ラ
ー
タ
の
第
一

人
者
・
藤
川
靖

彦
氏
監
修
に
よ

る
「
押
し
花
」

で
イ
ン
フ
ィ
オ
ラ
ー
タ

⑤
日
本
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
協
会
に

よ
る
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど

⑥
東
三
河
地
域
の
市
町
村
に
よ
る
展
示
・

農
協
な
ど
に
よ
る
即
売

⑦
愛
知
の
花
の
取
り
組
み
紹
介
（
愛
知
県

農
業
総
合
試
験
場
の
品
種
展
示
、
花
育

教
室
の
開
催
な
ど
）

※
①
～
③
の
イ
ベ
ン
ト
は
ラ
グ
ナ
シ
ア
入

園
料
（【
当
日
】
大
人
６
０
０
円
・
小
人

４
０
０
円
【
前
売
り
】
大
人
５
５
０
円
・

小
人
３
５
０
円
）
が
必
要
／
小
人
＝
４
歳

以
上
中
学
生
以
下

▼
あ
い
ち
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
実
行
委

員
会
事
務
局

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
４
１
９

◉
11
月
18
日
日　

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
▼
【
第
１
部
】
木
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル【
第

２
部
】
ボ
サ
ノ
バ　

ヴ
ォ
ー
カ
ル
＆
ギ
タ
ー

（
出
演
：
ミ
ー
コ
）

入
場
料
▼
５
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
市
内
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

託
児
▼
11
月
８
日（
木
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

◉
11
月
18
日
日　

※
小
雨
決
行

「
楽
し
く
お
散
歩
」大
島
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

集
合
場
所
▼
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
三
河
川
合
駅
近

く
の
指
定
駐
車
場

内
容
▼
大
島
ダ
ム
の
周
囲
約
９
㎞
を
歩

き
、
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
す
。

ダ
ム
内
部
見
学
ツ
ア
ー
も
あ
り
ま
す
。

定
員
▼
３
０
０
名
（
先
着
順
）
／
ダ
ム
内

部
見
学
ツ
ア
ー
は
２
０
０
名
（
先
着
順

／
10
歳
以
上
）

申
し
込
み
▼
10
月
９
日（
火
）～
16
日（
火
）

の
期
間
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
w

ater.go.jp/chubu/toyokaw
a/

）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
／
申

込
書
は
市
役
所
政
策
推
進
課
で
も
配
布

▼
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
豊
川
用
水

総
合
事
業
部
総
務
課

☎（
０
５
３
２
）54
局
６
５
０
１

　
（
０
５
３
２
）54
局
６
５
１
７

◉
11
月
19
日
月　

田
原
福
祉
専
門
学
校　

公
開
講
座

時
間
▼
午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所
▼
田
原
福
祉
専
門
学
校
講
堂

講
師
▼
遠
藤
英
俊
氏
（
老
年
病
専
門
医
）

内
容
▼
新
し
い
認
知
症
の
は
な
し

入
場
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
参
加
人
数
を
明
記
）

そ
の
他
▼
託
児
は
11
月
８
日
（
木
）
ま
で

に
要
予
約
／
手
話
通
訳
あ
り

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０

　

senm
on@

city.tahara.aichi.jp

月
の
イ
ベ
ン
ト

NOV

11

母子家庭の就業相談
予約は不要です。お気軽にご相談ください。

10月11日木・11月8日木
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分

場 所 ◦田原福祉センター相談室（1 階）

▼子育て支援課　
☎23局3513 　  23局3545
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❖
ど
う
や
っ
て
調
べ
る
の
？

　

40
歳
以
上
の
方
は
、
医
師
が
し
こ
り
の

有
無
を
判
断
す
る
視
触
診
と
、
乳
房
専
用

の
Ｘ
線
撮
影
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
を

実
施
し
ま
す
。
検
査
は
、
乳
房
を
片
方
ず

つ
挟
ん
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
り
ま
す
。
若

干
の
痛
み
を
伴
い
ま
す
が
、
触
っ
た
だ
け

で
は
見
つ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
が
ん
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
30

歳
代
の
方
は
、エ
コ
ー
検
診
に
な
り
ま
す
。

❖
一
番
大
切
な
の
は
早
期
発
見
で
す

①
早
期
発
見
に
よ
り
、
９
割
以
上
の
方
が

治
り
ま
す
。

②
早
期
発
見
に
よ
り
、
治
療
費
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
が
ん
が
進
行
し
て

か
ら
で
は
、
入
院
費
用
や
術
後
の
治
療

費
も
高
く
な
り
ま
す
。

③
田
原
市
の
が
ん
検
診
は
無
料
で
す
。

（
近
隣
市
町
村
で
は
１
０
０
０
円
か
ら

３
０
０
０
円
の
自
己
負
担
が
必
要
で

す
。）

※
早
期
発
見
の
た
め
に
も
、２
年
に
一
度
、

乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。　

２
年
に
一
度
、
乳
が
ん
検
診
へ
行
こ
う
！

　

乳
が
ん
は
、
日
本
人
女
性
が
か
か
る
が

ん
の
中
で
第
１
位
を
占
め
ま
す
。
現
在
、

約
16
人
に
１
人
、
年
間
５
万
人
以
上
の
女

性
が
乳
が
ん
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

最
近
で
は
、
男
性
の
発
が
ん
率
も
上
が
っ

て
い
る
病
気
で
す
。
乳
が
ん
は
早
く
見

つ
け
て
治
療
す
れ
ば
、
よ
り
高
い
確
率

で
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
乳
が
ん
は
、

決
し
て
人
ご
と
で
は
な
い
病
気
で
す
。
あ

な
た
と
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
た
め
に
、

乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

田原市の乳がん検診は
平成25年1月末までで
す。詳細については、健康
カレンダーまたは、５月
末に発送した「がん検診
受診券」をご覧ください。

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（育児体験コース） 11月10日（土）  8：50 ～　9：00 田原福祉センター 妊娠中の方とその夫　※予約制

パパの妊婦体験、赤ちゃん人形のもく浴など

離乳食教室（前期） 11月14日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６か月児とその保護者　※予約制
離乳食講習と保育の話、歯の話など

離乳食教室（後期） 11月13日（火）   9：50 ～ 10：00 あつみライフランド
8 ～ 11 か月の第１子とその保護者
※予約制（定員 16 組）
離乳食講習と調理実習、試食など

育児相談
11月 ５日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド 身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）

※母乳相談は生後６か月まで（原則１回）11月 ９日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター

●インフォメーション

月　日 当直医 電話番号

10月28日（日）
國見医院 ☎22局0756

花井歯科医院 ☎23局1661

11月３日（土・祝）
津金医院 ☎33局0222

歯科尾崎医院 ☎22局0684

11月４日（日）
第２国見医院 ☎23局2302

森下歯科医院 ☎32局2700

11月11日（日）
朽名医院 ☎33局0162

山内歯科医院 ☎23局1525

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00

月　日 当直医 電話番号

10月７日（日）
山本医院 ☎45局2203

惣卜歯科医院 ☎45局2066

10月８日（月・祝）
河合医院 ☎22局6133

ふくしま歯科医院 ☎37局1182

10月14日（日）
かわせ小児科 ☎22局1230

すずき歯科 ☎23局0033

10月21日（日）
北山クリニック ☎23局3946

なかた歯科 ☎23局1162

がんで亡くなる人を減ら
すために受診率50％を
目標にしています

8名の方に乳が
んが発見されま
した

●平成23年度田原市乳がん検診受診率
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10月 ▼1日月、９日火、12日金、15日月、22日月、29日月　　　

中央図書館  　23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

図書館休館日

11月 ▼5日月、９日金、12日月、19日月、26日月
【臨時休館】10月30日火～11月２日金
※コンピューター機器の入れ替えとシステム更新を実施

●中央図書館
　一　般 ▼10月13日土～12月13日木
　　　　　「たすきでつなぐ渥美半島  図書館から沿道へ！！」
　子ども ▼11月８日木まで　「昔話があったとさ」
●赤羽根図書館
　一　般 ▼10月13日土～11月８日木　「心に響く」
　子ども ▼10月13日土～11月８日木　「おんがく」
●渥美図書館
　一　般 ▼10月13日土～11月８日木　「旅」
　子ども ▼10月13日土～11月８日木　「ほし」

　渥美図書館では、秋の
文化祭に併せて図書館ま
つりを開催します。ぜひ
お越しください。
◦本のリサイクル市

▼日時＝11月4日日 午前10時～午後４時

▼場所＝２階学習室

▼内容＝寄贈していただいた本や除籍本を配布　
　(本・雑誌…１人10冊まで、古新聞［英字新聞］…
　１人５日分まで）
　※リサイクル市に出す本をご寄贈ください。マン
　　ガ、雑誌以外で不要な本がありましたら、渥美
　　図書館までお持ちください。本の受付は10月
　　28日日までです。

◦おはなし会

▼日時＝11月4日日 午後２時～

▼場所＝おはなしコーナー

▼内容＝おはなし手のひらの会
　による読み聞かせや手遊び

◦みんなで描こう芸術の秋  「私の好きな食べ物」

▼募集期間＝10月２日火～11月4日日
　カウンターにて参加者に画用紙を配布
　※簡単な画材は図書館で準備

▼展示期間＝11月11日日まで

▼展示場所＝渥美図書館アプローチ
　※返却期間：11月13日火～12月16日日
　　返却時に参加賞（雑誌付録など）もお渡しします。

▼問合せ先＝渥美図書館☎33局1114

◦作品展示「だいすき！あかばね！」

▼募集期間＝10月13日土～31日水　
　※先着で高校生以上５名、中学生以下10名には雑

誌付録を進呈（作品にまつわるコメントを要添付）

▼展示期間＝11月10 日土～12月13日木

▼展示場所＝赤羽根図書館前ロビー

▼内容＝募集した赤羽根の写真(2L
　～A4)や絵（用紙は配布）を展示　

◦親子で楽しむ「人形劇」

▼日時＝11月18日日 午前10時30分～11時30分

▼場所＝赤羽根トレーニングセンター１階　和室

▼演者＝「くぬぎの会」「赤羽根えほんの会」

▼内容＝人形劇、手遊び、絵本の読み聞かせほか

▼申込み＝不要　※当日、会場へお越しください。　
　　　◦特別展示

▼展示期間＝11月18日日～12月２日日

▼展示場所＝赤羽根図書館前ロビーおよび館内

▼内容＝①「２０年前のベストセラー」・・・１９９２
　　　　年当時を懐かしむ資料などを展示

　　　　 ②「エコ」・・・ エコに関する資料展示とエコ
　　　　レンジャー人形設置

◦リサイクル資料の配布

▼期間＝11月18日日～12月16日日
　　　　※資料がなくなり次第終了

▼場所＝赤羽根図書館前ロビーおよび館内

▼内容＝除籍の雑誌・児童書を配布（１人５冊まで）

▼問合せ先＝赤羽根図書館☎45局3426

◉見てみて「わが家のアイドル！」作品展

▼募集・展示期間＝11月13日火～12月21日金
　※指定の用紙に作品を添付、または描いて渥

　美図書館カウンターへ提出。
　　指定の用紙は渥美図書館で配布するほか、

　図書館ホームページからダウンロード可。
　　　　 http://www.city.tahara.aichi.jp/section/library/

▼展示場所=渥美図書館アプローチ

▼内容=わが家のアイドルの写真や絵を募集・展示
　※先着30名には参加賞（雑誌付録など）あり

▼参加資格＝高校生以上

▼返却期間＝12月22日土～平成25年1月14
　日月・　　※返却時に参加賞もお渡しします。

▼問合せ先＝渥美図書館☎33局1114

◎渥美図書館「図書館まつり」 ◎赤羽根図書館開館20周年イベント！！
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　　　◉子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

ハグ
日時◦10月17日氺 午前10時～
テーマ◦「はい」と言えないお年頃。
　　　　（自立につながる心の成長）

◉脳
の う

トレ「オセロ・チェス・将
し ょ う ぎ

棋」
バトルしてカードを集めよう！
期間◦10月23日㊋～11月４日㊐

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※小学校・保育園・幼稚園・市民館・福祉センター・子育て支援課にあります。
　　  http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

　田原児童センター☎23局4761

◉センターまつり
年に一度のおまつりです。楽しいこと
がいっぱい！お友だちとみんなで来
てね。（お昼の時間も開館します）
日時◦10月21日㊐
　　　午前10時30分～午後３時

◉みんなの様
よ う す

子

◦利用対象：0～18歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）

肩幅に手、腰幅に脚をつ
いて四つんばいになる。

お腹に空気を入れるよう
に意識して息を吸う。

おへそを背骨に近付ける
ようにお腹をへこませる。
お腹をしっかりへこませ
たまま息をしっかり吐く。

数回繰り返す。

※慣れたら、対角線の片手片
足を伸ばした姿勢をキープ
しながら行ってみましょう。

生涯学習課　２３局3531

四つんばいで、お腹を意識した深い呼吸をしま
しょう。重力に逆らい、お腹を上に持ち上げよ
うとすることで、効果的に深層筋が鍛えられま
す。腹筋が鍛えられ、ウエストラインが引き締
まり、美しい姿勢を保てるようになります。

体幹を鍛えてボディライン
も姿勢もすっきり！

１

２

３

４

５1５1

２

１

３

４

　　田原市ホームページに掲載さ
　　れている画像ダウンロードサー
ビスの写真を、個人のブログに使用
してもいいですか。

Ｑ

▼広報秘書課　２２局０１３８

　　　　　　　画像ダウンロードサービスでは、田
原市内の景勝地・自然など絵になる風景の画像
を、無料でダウンロードしていただけます。
　個人のブログ、年賀状やカードなどへはもちろ
ん、田原市を紹介する情報誌、観光ガイド、パンフ
レット、サイトなどへもご利用いただけます。
　また、田原市の風光明媚な画像をあしらった卓
上カレンダーやイラスト名刺のテンプレートも、無
料でダウンロードしていただけます。

※なお、使用に際し
　ては、「利用規約」
　を順守してくださ
　い。
　●画像ダウンロードサービス
　　 http://www.city.tahara.aichi.jp/photo_
　　 service/index.html

「市民の声」紹介

10 月のお休み

１日⺼、９日㊋、15日⺼、
22日⺼、28日日、29日⺼

セ ン タ ー

◦お知らせ　
市内の小学生以上の方を対象に、
緊急時連絡のための「利用登録」
を受付で行っています。
なお、児童センターでは
託児は行っていません。

◦

グラグラゲームで遊ぼう！
◦

昨年のセンターまつりの様子

◦

チェスで勝負してみよう！
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10

今月　納税・使用料の

水10月31日

木10月25日

市・県民税
（第3期分）

水道料・下水道使用料金
（8・9月分）

後期高齢者医療保険料
（第4期分）

国民健康保険税
（第5期分）

介護保険料
（第4期分）

口座引落日

納期限

人身2８件（１６２件）
負傷４１人（２１４人）
死亡０人（1人）
物損1４9件（９８４件）

火災５件（2７件）
救急20６件（１５４０件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗２件（1４件）
乗物盗３件（３１件）
非侵入盗３件　（9５件）

※（　）内の数字は平成2４年の累計

田原警察署だより

８月

田原警察署　 23局０１１０

◉みんなでつくろう安心の街

　田原警察署管内では、昨年に比べ犯罪が激増中です。

◇「車上ねらい」被害にご注意ください！
◆車上ねらい被害の約６割が、自宅駐車場で発生しています　
　自動車には、必ず「カギ」をかけて、車内には「カバン」や
　「貴重品」を置いたままにしないでください。
◇「自転車盗」被害にご注意ください！
◆自転車には、丈夫なワイヤー錠などを使用し「ツーロック」
　自転車盗被害の約６割が無施錠で、被害者の約８割が
　中高生です。丈夫なワイヤー錠を活用するなど、自主防犯
　を心がけましょう。
◇「振り込め詐欺」の防犯対策
◆オレオレ詐欺にご用心
　「電話番号が変わった」という電話は要注意。詐欺の
　可能性が高いです。ご家族で合言葉を決めましょう。
　『犯罪にあわない！犯罪を起こさない！犯罪を見逃さ
ない！』　みんなで協力し安心な街をつくりましょう！
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●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

水は限りある資源です。大切に使いましょう。

9/20現在
50.8％

6/1 6/10 6/20 7/1 7/10 7/20 8/1 8/10 8/20 9/1 9/10 9/20

節水注意線
※節水注意線とは、この値を下回ると節水が
　開始されるラインのこと（節水率検討）

水質を常に良好に保つよう心がけ、多くの生き物が生息できる環境を作っていきましょう。
●市内5河川の水質調査結果

6月 8月 10月 12月 2月 5月 7月

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

（　　 ）

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

内
閣
府
中
央
防
災
会
議
が
、
８
月
29

日
（
水
）、「
○
○
○
○
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
」
に
よ
る
地
震
や
津
波
に
関
す
る
被

害
想
定
を
発
表
し
ま
し
た
。

２　

妊
娠
届
出
書
の
発
行
を
受
け
た
方
に

対
し
、
毎
週
月
曜
日
に
田
原
市
役
所
ま

た
は
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
で
○
○
健

康
手
帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

３　

○
○
○
○
○
の
指
針
と
な
る
『
田
原

市
総
合
計
画
』
の
策
定
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

４　

８
月
24
日（
金
）・
25
日
（
土
）、
江

比
間
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
、
わ
く
わ
く

○
○
○
○
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
10
月
19
日
（
金
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
９
月
号
の
答
え
】
イ
ネ
カ
リ

（
応
募
総
数
48
通
中
、
正
解
48
通
、
当
選

者
の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

3

4

1

2
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落ち葉を並べて、ハチができた

ときは楽しかったよ。

斜めから見た構図が画
面に奥行きを出してい
ます。色を吟味し、混色
を頑張りました。

評 評

すごく大きなカボチャで、友だ

ちとびっくりしたよ。

　　　　　　　おお　　　　　　　　　　　　　　　 とも

　　　　　　　

田原中学校１年

霜山優希さん
　　　　　ゆう　　き

小中山保育園

苅谷憲宏くん（６歳）

鈴木

    美
香

 先
生

小中山保育園

森下あみちゃん（６歳）

独特のタッチと絵の具
の質感により、個性的
で力強い風景画を描く
ことができました。

評 みんなで大事に育てたジャンボカボチャ。大き
さに驚いている気持ちが伝わってきますね。

　　　　　　　　　だい　じ　　　そだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おお

　　　　　 おどろ　　　　　　　　 き　も　　　　　つた　　　　

評 楽しそうに飛ぶハチの親子ができました。ハチの
触角を、茎の部分ですてきに表現できましたね。

たの　　　　　　　　と　　　　　　　　　おや　こ

しょっかく　　　 くき　　　ぶ　ぶん　　　　　　　　　　ひょうげん 　　　　　　　　　　　

　　

水彩画水彩画

   お　　　 ば　　  なら

      　　　　たの　

                　  とし　 あつ

田原中学校２年

齋藤拓朗くん
　　　　　 　 たく　ろう

N
o.723 平

成
24

年
10

月
１

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

65,６24人　総人口

33,088人　男性

32,536人　女性

21,７89世帯世帯数

４9人出生 43人死亡

1５４人転入 154人転出

6人増減 ※増減は8月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成２4年9月１日現在）

本誌は再生紙を使用しています。

▼
全
国
か
ら
鉄
人

が
集
結
す
る
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良

湖
大
会
。昨
年
は

残
念
な
が
ら
台
風

の
影
響
で
中
止
と
な
り
、今
年
の
開

催
を
待
ち
望
ん
で
い
た
選
手
も
多
く

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。大

会
前
、当
日
の
天
候
が
ど
う
な
る
か

気
に
か
け
て
い
た
の
は
広
報
担
当
も

同
じ
。選
手
の
躍
動
感
を
と
ら
え
る

の
に
は
、や
っ
ぱ
り
青
空
の
下
が
い

い
と
、何
度
も
天
気
予
報
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
ま
し
た
。予
報
で
は
曇
り

や
雨
の
可
能
性
が
高
か
っ
た
も
の

の
、当
日
は
見
事
に
快
晴
。ギ
ラ
ギ
ラ

輝
く
太
陽
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
レ
ー

ス
を
展
開
す
る
鉄
人
た
ち
。そ
れ
を

汗
だ
く
で
追
い
か
け
る
凡
人
の
私
た

ち
で
し
た
。（
Ｍ
）

▼
広
報
担
当
と
し
て
半
年
が
経
過
。行

事
の
多
い
こ
の
時
期
は
、取
材
な
ど

目
ま
ぐ
る
し
い
毎
日
の
連
続
で
少
々

体
力
が
低
下
。ア
ス
リ
ー
ト
の
よ
う

な
超
人
的
な
体
が
ほ
し
い
で
す
。（
Ｉ
）

【
表
紙
の
写
真
】ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大
会
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